
♥一人目のお子さんの場合、パパとママも、まだまだ 1年生。
♥祖父母パワーは、子育てのサポーターとして頼りになる存在です。
♥赤ちゃんをとりまく人々みんなで、「愛のシャワー」をたくさん掛けて、
　愛情たっぷりに育てましょう。赤ちゃんの心の根っこが十分育ちますように！

♥
✿赤ちゃんの成長に一番たいせつなのは「愛情」

✿知っておきたい、産後のママのこころ

【あなたの祖父母パワーを地域に活かしませんか？】
武雄市では、次のような「子育てサポーター」が活躍されています。
♥公民館等での「ひろば」　♥子どもさんを一時的に預かる「ファミリーサポート」
♥市役所等で手続き中にお子さんを預かる「だっこボランティア」
子育て総合支援センターでは、「サポーター養成講座」を開催しています。
楽しく学んで、孫育てを楽しむ。
そして、祖父母パワーを地域にお裾分けしてみませんか？

◆産後うつ
　産後におこる「うつ状態」です。何気ない言葉にひどく傷つく
　ケースもあります。
　本人が気づかないこともあり、次のような状態が続く時は、
　家族が受診を勧めることも重要です。
　・気分の落ち込み　・絶望的な気持ち　・眠れない　・イライラ　
　・希望が持てない　・いつも疲れている・自信が持てない　など

◆マタニティーブルーズ
　産後 2週間以内のママに見られる一時的な気分の落ち込み（涙もろくなる、不安など）。
　通常は治りますが、「産後うつ」に移行することもあり、注意が必要です。

ママの気持ちに
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※赤ちゃんのお兄ちゃんやお姉ちゃんが、
　ママに甘えたい時に、おじいちゃん、
　おばあちゃんに赤ちゃんを「だっこ」
　してもらうとママは大助かり！
　みんな、ニコニコ笑顔

赤ちゃんが泣いたり不安そうな時は、
やさしく「だっこ」して安心させましょう。
だっこされ「愛されている」と実感することは、
将来の「自己肯定感」につながります。
「抱き癖」は気にしなくて大丈夫！
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このページは、昔と今の子育ての違いで戸惑いやすいことについて「母子健康手帳」を
参考に載せています。参考にしていただき、孫育てにお役に立てればと思います。

●赤ちゃんの成長には個人差があります。
　他の子や平均と比べたりせず、母子手帳の身体発育曲線のグラフを参考にしましょう。

●母乳・粉ミルクの選択は親が決めることを尊重しましょう。
　母乳育児を過度に勧めることが、お母さんのストレスになることもあります。

●離乳食の開始は生後 5～６か月頃が適当です。
　離乳開始前に乳児に果汁を与えることについては、栄養学的な意義は認められていません。
　９～ 10か月頃になると手づかみ食べが始まり、自分で食べる練習にもなり食べる意欲が
　育ちます。

●満 1歳までは、「はちみつ」を与えないで！
　乳児ボツリヌス症を予防するためです。

乳
幼
児
期
の
栄
養

乳
幼
児
期
の
栄
養

新生児（生後約 4週間までの赤ちゃん）
・赤ちゃんを激しく揺さぶらないで
　（乳幼児揺さぶられ症候群について）
　赤ちゃんが泣き止まず、イライラして
　しまうことは誰でもありますが、
　赤ちゃんを激しく揺さぶらないでください。

　※参考：厚労省ホームページ
　「赤ちゃんが泣きやまないときに
　　　　～泣きへの対処と理解のために～」

・乳幼児突然死症候群の予防に
　赤ちゃんを寝かせる時は、「あお向け」に。
　（医学的な理由がある場合を除く）

予防接種
・予防接種の種類や受け方が変わり
　ました。
　乳幼児期に無料で受けられる予防
　接種（定期予防接種）は 8種類、
　同時に複数の注射を受ける事も
　あります。

お口と歯の健康
・赤ちゃんと大人の箸やスプーンの
　共用は避けましょう。
・大人の口から箸やスプーンを介して
　虫歯菌がうつることがあります。

育児のしおり　　
・ゆったりとした気持ちで　　　　　　　
　毎日の育児は、体と心に負担がかかります。
　パパ・ママの健康が大切です。
・健やかに育むために
　子育てに体罰や暴言を使わないでください。
・パパの役割が大切
　お母さんを一人ぼっちにせず、精神的に
　支えいたわることも大切な役割です。
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